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第 151 回 金融商品専門委員会議事概要 

 

I. 日 時  2020 年 1月 30 日（木） 9 時 30 分～11 時 30 分 

II. 場 所  財務会計基準機構 会議室 

III. 議 題  金利指標改革に関する検討 

IV. 議事概要 

1. 遠藤専門研究員より、金利指標改革に関する論点の検討の方向性及び今回開発する実務対

応報告の文案の一部について、以下の事項に関する説明がなされ、審議が行われた。 

(1) 国際的な会計基準の動向 

(2) 金利指標改革への対応の基本的な考え方 

(3) 個別論点の検討の方向性 

① 会計基準を開発する対象となる取引の範囲 

② 金利指標置換前の論点 

 ヘッジ対象となり得る予定取引の判断基準に関する論点 

 ヘッジの有効性評価に関する論点 

 包括ヘッジを適用しているヘッジ対象のグルーピングの取扱い 

 金利スワップの特例処理 

 為替予約等の振当処理 

③ 金利指標置換時の論点 

 ヘッジ会計の「原則的処理方法」（繰延ヘッジ）の取扱い 

④ 金利指標置換後の論点 

 

以 上 


